
ANTS
WEDDING

11
N E W S  L E T T E R
I S S U E  2 0 2 5

あなたの結婚写真、クラウドの中に閉じ込めますか？

−　データだけでは残らない、記憶のかたち　−



最近、ウェディング業界では「アルバムなし・データのみ」の

撮影プランが増えています。多くの結婚写真が、クラウドの

中に閉じ込められたままになっているのです

写真はクラウドに保存し、スマートフォンで見返す——。

便利で手軽な反面、形として残すことの意味がどんどん薄

れているように思います。

しかし、結婚式の写真は本来、時間が経つほど価値を増す

ものです。

「飾る」という行為は、記憶を日常にとどめる

本をインテリアとして飾ることがあります。それは単なる装

飾ではありません。表紙を目にしただけで、その本の世界

観や、読んだときの気持ちに想いを馳せることができるか

らです。

所在地： 東京都港区赤坂5−1−30
電話番号： 03-6426-1121
サイト： https://antswedding.com

手に取れる記憶は、暮らしを豊かにする。

開かなくても思い出せる。

そこに本を飾る意味があります。

ウェディング写真集も同じです。

棚に置かれた写真集の表紙を見るだけで、

あの日の空気、光、誓いの言葉、家族の笑顔がふと蘇る。

ページをめくらずとも、「思い出が立ち上がる装置」になる

のです。

これはデータ保存では、決して起きない現象です。

リビングの棚に置かれた一冊。

玄関にさりげなく置かれた写真集。

子どもが手に取れる高さに置いた家族の記録。

これらはすべて、暮らしの中に幸せの定点をつくることに

つながります。

ふと見えた瞬間、

 「この人と結婚してよかった」

 「また一緒に頑張ろう」

そんな静かな幸せが心に灯る。

装飾品とは違う、

 「人生を支えるインテリア」になるのです。

データは便利です。

しかし、データはただの保存であり、空間に作用しない記

録でもあります。クラウドの奥にしまい込まれた写真は、

見返すきっかけがなければ存在しないのと同じ。

日常の中で触れる瞬間が生まれません。

一方で、写真集は飾ることで

毎日の生活に意味を生む存在になります。

・季節ごとに飾り方を変える

 ・結婚記念日に開く

 ・子どもが生まれたら一緒にページをめくる

ただ保存するのではなく、

未来の時間を豊かにする装置になるのです。

アンツフォトグラフィが写真集を作品として仕立てるのは、

写真が情報ではなく感情の器だと信じているからです。

写真集は、家の中に「幸せの定点」を作る

写真集は、飾られた時、
その家の未来を照らす「灯り」になる。


